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研究の要約 

 本研究は，小学校外国語活動第３学年「話すこと［やり取り］」にお

ける「自分の考えや気持ちを伝え合う力」を育てるための学習指導の

工夫を探ることを目的としている。 

「①気付く②使い慣れる③実感する」という学習過程に沿って，コ

ミュニケーション・ストラテジーを用いた指導を行い，「①モデルを示

す②中間評価を行う③振り返りを行う」際の指導の工夫を試みた。 

その結果，児童は，あきらめずにやり取りを続けようとし，「自分の

考えや気持ちを伝え合う力」を育てることができた。また，指導の際

は， 「①やり取りの場面設定を明確にした上でモデルを示すこと②困

り感を基にどのようにしたら伝え合うことができるかを考えさせる

こと③意図に着目させて振り返りを行うこと」が有効であると分かっ

た。 
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Ⅰ 問題の所在 

  

『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説

外国語活動・外国語編』（以下『解説』）には，

話すこと[やり取り]の目標として，「（イ）自

分のことや身の回りの物について，動作を交え

ながら，自分の考えや気持ちなどを，簡単な語

句や基本的な表現を用いて伝え合うようにす

る。」１）と示されている。 

その際，「英語に初めて触れる段階であるこ

とを踏まえ，児童が興味・関心をもつ自分のこ

とや身の回りの物を題材にしながらも，事実だ

けでなく自分の考えや気持ちなどを伝え合う

ことが大切である。」１）と示されている。また，

「中学年の外国語活動で十分に自分のことや

身の回りの物について自分の考えや気持ちな

どを伝え合う体験をしておくことが，高学年の

外国語科で，日常生活に関する身近で簡単な事

柄について，自分の考えや気持ちなどを伝え合

うことの充実につながる。」２）と示されている。

このことから，外国語活動において自分の考え

や気持ちなどを伝え合う力の素地を養うこと

が求められていると分かる。さらに，その指導

は，「言語活動を通して指導する。」３）とされ

ている。『小学校外国語活動・外国語研修ガイ

ドブック』には，「言語活動は、『実際に英語

を用いて互いの考えや気持ちを伝え合う』活動

を意味する。」４）と示されている。 

しかし，自己の実践を振り返ると，児童の外

国語活動に対する意欲は高い一方で，「間違え

たら恥ずかしい」という思いから自信をもって

表現することができない児童の実態があった。

それは，英語表現の正確さに重点を置いた指導

や，会話のパターン練習にとどまり，自分の考

えや気持ちなどを伝え合う言語活動には至っ

ていなかったためだと考える。 

そこで本研究では，小学校外国語活動「話す

こと[やり取り]」目標（イ）について，「自分

の考えや気持ちを伝え合う力」を育てるための

学習指導の工夫を探ることとした。 

Ⅱ 研究の目的 

 

小学校外国語活動第３学年「話すこと［やり

取り］」における「自分の考えや気持ちを伝え

合う力」を育てるための学習指導の工夫とその

有効性を探る。 

 

Ⅲ 研究の方法 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

２ 研究の構想 

３ 研究仮説及び検証の視点と方法 

４ 検証授業の計画と実施 

５ 検証授業の分析と考察 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

１ 研究主題に関する基礎的研究 

 

⑴ 「自分の考えや気持ちを伝え合う力」とは 

ア 「伝え合う」とは 

『解説』には，「『伝え合う』とは，一方向

ではなく，双方向で感情や情報についてのやり

取りがある活動を示している。つまり，話し手

は聞き取りやすい声で言ったり動作を交えた

りしながら聞き手を意識して分かりやすく伝

え，聞き手はうなずくなどの反応を返して相手

の考えや気持ちを受容しながら聞こうとする

などの態度を育てることが求められる。」５）と

示されている。 

イ 「自分の考えや気持ちを伝え合う」とは 

直山（2017）は，「自分の考えや気持ちを伝

え合う」ことを，次のように述べている。 

・ 子供たち自身の本当の考えや気持ちを伝

え合うこと。 

・ 相手の言ったことに「なるほど」と納得

したり，「本当に？」と驚いたりして，心

が動くこと。 
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⑵ 「自分の考えや気持ちを伝え合う力」を育

てるために重要なこと 

『解説』には，「自分の考えや気持ちを伝え

合う力」を育てるために，「言葉だけでなく，

動作や表情を手掛かりにすることで，相手の意

図をよりよく理解したり，動作を加えて話すこ

とで，自分の考えや気持ちをより分かりやすく

伝えたりすることを児童が実感できるように

すること」１）や「外国語活動が英語との初めて

の出会いの場であることを考えると，児童の知

っている英語の語句や表現が十分でないこと

も考えられる。それを補うためにも，動作や表

情を交えること」６）が重要であると示されてい

る。また，「相手の発する外国語を注意深く聞い

て何とか相手の思いを理解しようとしたり，も

っている知識などを総動員して相手に外国語

で自分の思いを何とかして伝えようとしたり

する体験を通して，（中略）言語でコミュニケー

ションを図る難しさや大切さを改めて感じる

こと」７）が重要であると示されている。 

⑴⑵を踏まえ，本研究では，「自分の考えや気

持ちを伝え合う力」とは，「外国語を使って，自

分の考えや気持ちを，動作や表情を手掛かりに

して何とかして伝え合おうとする力」と定義す

る。 

⑶ コミュニケーション・ストラテジーについて  

ア コミュニケーション能力とは 

Canale＆Swain（1980），Canale（1983）の

モデルでは，コミュニケーション能力は，【図１】

に示すとおり，以下の四つの能力からなるとさ

れている。 

・ 文法能力：文や文章を作り出す能力 

・ 社会言語学的能力：発話の適切さを判断

できる能力 

・ 談話能力：文レベルではなく文章の構成

に関わる能力 

・ 方略的能力：語彙力などの不足等を補っ

てコミュニケーションを続けていく能力 

 

 

 

 

さらに，この四つの能力を，発達段階を踏ま

えてどのように育成するか，大城（2008）はコ

ミュニケーション能力の発達段階のモデルを

【図２】のように示した。 

 

 

【図２】に示すとおり， 方略的能力は，次の

二点において有効であると考える。 

・ 小学校段階において占める割合が大き

いことから，初めて外国語に触れる中学年

にとって，限られた語彙や表現で自分の考

えや気持ちを伝え合うために有効。 

・ どの段階においても等しく必要な能力

であることから，中学校，高等学校段階へ

の滑らかな接続のために有効。 

イ コミュニケーション・ストラテジーとは 

 コミュニケーション・ストラテジーとは，方

略的能力において用いられるコミュニケーシ

ョンを続けるための方略である。『外国語教育

学大辞典』によると，「十分に習得していない第

二言語で意思疎通するときに起きる種々のト

ラブルに対処する技術」と定義されている。 

ウ コミュニケーション・ストラテジーの種類 

泉（2019）は，「コミュニケーション・ストラ

テジーには，以下の二つの種類があり，目的に

応じて，効果的に選択し，組み合わせてうまく

図１ コミュニケーション能力の四つの能力 

図２ コミュニケーション能力の発達段階 



面家 3 

活用することが大切である。」と述べている。 

・ 補償方略：語彙が浮かばない，相手の言

っていることが分からないなど，コミュニ

ケーションに挫折が生じた際やコミュニ

ケーション能力の不足を補うための方略 

・ 達成方略：つなぎ語や理解の確認など，

コミュニケーションを効果的に促進し，成

功に導くための方略 

以上のことから，コミュニケーション・スト

ラテジーを用いた指導によって，児童は，あき

らめずにやり取りを続けようとし，「自分の考

えや気持ちを伝え合う力」を育てることができ

ると考える。 

⑷ コミュニケーション・ストラテジーの指導

について 

泉（2017）は，日本におけるコミュニケーシ

ョン・ストラテジーの指導効果に関する研究は，

小学生を対象にしたものはほとんどないとし

た上で，小学校段階でも指導する意義があると

述べている。そして，「児童が沈黙や分からなか

ったらどうしようといった不安を感じず，困っ

た時の助けとなる表現やストラテジーを教え

ることで，コミュニケーションを楽しみ成功体

験を通して自信をつけさせたいものである。」８）

との考えを示し，小学生を対象に行った指導を

紹介している。この指導から，コミュニケーシ

ョン・ストラテジーの指導は，「相手意識をもっ

たコミュニケーションの実感に繋がっている

こと，（中略）不安の緩和にも効果があることが

示唆された。」９）と述べている。 

⑸ コミュニケーション・ストラテジーを用い

た指導の学習過程について 

泉（2017）は，コミュニケーション・ストラ

テジーを指導する過程について，「まず，教師が

授業中にＣＳ（稿者注：コミュニケーション・

ストラテジー）使用のモデルを示し，児童に気

づきを促す。次に，児童がタスク活動の中でＣ

Ｓを用いて練習し，実践を通して習熟とモニタ

リングを行う。最後に，その効果をCan-Do評

価や話し合いなどの振り返りにより，内省を行

うと効果的であろう。」10）と述べている。 

また，前述のとおり，伝え合う力の育成は，

言語活動を通して指導することが求められて

いる。直山は，言語活動に取り組ませるだけで

なく，取り組ませた後どのような指導をするか，

そして，その指導を生かしてまた言語活動に取

り組ませることが大切であると述べている。こ

のことから，中間評価を行い，やり取りの充実

を図ることが大切と考えた。 

以上のことを踏まえて，【表１】に示すように，

本研究で適用するコミュニケーション・ストラ

テジーを用いた指導の学習過程を作成した。具

体については，次項の研究の構想において述べ

る。 

 

 

２ 研究の構想 

 

⑴ 研究構想図 

これまで述べてきた基礎的研究に基づき，研

究の構想図を【図３】に示す。 

 

 

表１ 本研究で適用するコミュニケーション・スト

ラテジーを用いた指導の学習過程 

学習過程 指導

① 気付く
教師がコミュニケーション・ストラテジー

使用の

モデルを示す

② 使い慣れる
コミュニケーション・ストラテジーを用いた

やり取りを体験させて，

中間評価を行う

③ 実感する
ストラテジーリストを用いて

振り返りを行う

図３ 研究構想図 
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本研究では，コミュニケーション・ストラテ

ジーを用いた指導によって，「自分の考えや気

持ちを伝え合う力」を育てることを目指す。 

「気付く」過程では，教師がコミュニケーシ

ョン・ストラテジー使用のモデルを示す。モデ

ルを示す際は，外国語を使ったやり取りの中で

コミュニケーション・ストラテジーを使用し，

その場面から伝え合おうとする考えや気持ち

を推察させるようにする。 

「使い慣れる」過程では，実際にコミュニケ

ーション・ストラテジーを用いたやり取りを体

験させて，中間評価を行う。児童がやり取りを

体験する際は，外国語を使ってコミュニケーシ

ョンを図る難しさを感じることが予想される。

その困難さを認めることを大事にしたい。その

上で，中間評価を行う際は，やり取りのよい例

だけでなく，「本当はこう表現したかったけれ

ど，うまく言えなかった。」という困り感につい

ても取り上げるようにする。そして，みんなで

どのようにしたら伝え合うことができるかを

考えることを通して，正確さよりも伝え合おう

とする態度を価値付け，共有させるようにする。 

「実感する」過程では，ストラテジーリストを

用いて振り返りを行う。ストラテジーリストと

は，自分の考えや気持ちを「どのようにして伝え

合おうとするか」を示したものである。振り返り

の際は，「使用したストラテジーとなぜ使用した

のか」を説明させることを通して，実際にやり取

りを行っているときには無意識に使用していた

場合であっても，意識化させるようにする。 

⑵ 指導の手立て・工夫 

ア コミュニケーション・ストラテジーを用い

た指導の各過程における目指す児童の姿 

 コミュニケーション・ストラテジーを用いた

指導の各過程において，何のためにこの指導を

行うのか，つまり，指導を通して，どのような

児童の姿を目指すのかを明確にした上で指導

を行う。 

【表２】に示すように，「気付く」過程では，

児童が何とかして伝え合おうとする考えや気

持ちに気付くことを目指す。「使い慣れる」過程

では，児童が工夫して話したり，反応を返して

聞いたりすることを目指す。「実感する」過程で

は，児童が意図的にコミュニケーション・スト

ラテジーを用いることを実感することを目指

す。 

 

イ コミュニケーション・ストラテジーを用い

た指導の各過程における指導上の留意事項 

(ア) 「気付く」過程 

授業中のあらゆる場面において，教師がコミ

ュニケーション・ストラテジー使用のモデルを

示すようにする。まずは，聞き手の反応の仕方

について，既習の「OK.」や「Me, too.」など簡

単な表現から示す。次に，同じく聞き手におい

て，相手の話していることがよく分からないと

きのお願いの仕方について，「One more time, 

please.」などの表現を示す。その次に，話し手

の工夫の仕方について，ジェスチャーや表情な

どの非言語による工夫を示す。このように，

徐々に難度を上げていくとともに、児童の実態

に応じてモデルを示すようにする。やり取りの

場面設定を踏まえて，「何を伝えようとしてい

ると思う？」と問い，推察できたかどうかを確

認する。 

(イ) 「使い慣れる」過程 

 中間評価において困り感を取り上げる際は，

「うまく言えなかった」ことよりも，「こう言い

たかった」という思いを受け止めて，児童が困っ

たことを言いやすい雰囲気を作るように努める。

表２ コミュニケーション・ストラテジーを用いた指

導の各過程における目指す児童の姿 

学習

過程
指導 目指す児童の姿 具体の発話

①

　

気

付

く

教師がコミュニ

ケーション・ストラ

テジー使用の

モデルを示す

何とかして伝え合お

うとする考えや気持

ちに気付く

「先生は，～と言っているのか

な？」

「表情やジェスチャーを見たら，

なんとなく分かったよ。」

②

　

使

い

慣

れ

る

コミュニケーショ

ン・ストラテジーを

用いたやり取りを

体験させて，

中間評価を行う

工夫して話したり，

反応を返して聞いた

りする

「困ったなぁ…。」

「どうしたら伝え合うことができ

るのか考えよう。」

「それ，いいね。やってみよう。」

③

　

実

感

す

る

ストラテジーリスト

を用いて

振り返りを行う

意図的にコミュニ

ケーション・ストラテ

ジーを用いることを

実感する

「～（使用）して話したり聞いた

りしたのは，…（意図）だから。」

「何とかなりそう。」
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みんなでどのようにしたら伝え合うことができ

るかを考えさせる際は，「どうしたらいいと思

う？」と学級全体に投げかけるようにする。教師

が答えを与えるのではなく，「○○さんならどう

する？」「△△さんならどうする？」と，児童の

考えを引き出し，いろいろな方法で伝え合える

ことを認める。このように，何とかして伝え合お

うとする態度を価値付け，共有させるようにす

る。そして，「もし言葉が分からなくてもジェス

チャーを使って伝えてみよう。」などの言葉かけ

をして，児童全員が次のやり取りに生かそうと

することを促す。 

(ウ) 「実感する」過程 

 【図４】に示すのは，ストラテジーリストであ

る。児童には，「コミュニケーションＧＯＧＯ作

戦」と名付けて示す。 

 

 

第１時において，【図４】を示し，コミュニケ

ーションを続けていくための作戦があることを

紹介する。話し手と聞き手の場合を区別し，それ

ぞれコミュニケーション・ストラテジーの補償

方略と達成方略に分けて使用場面を説明する。p.

３の⑶ウの項で述べたとおり，補償方略は，コミ

ュニケーション能力の不足を補うための方略で

あり，【図４】のストラテジーリストの下段で用

いられる作戦に当たる。達成方略は，コミュニケ

ーションを促進する方略であり，【図４】のスト

ラテジーリストの上段で用いられる作戦に当た

る。これを基に，毎時間，具体的に使える作戦を

増やしていく。 

振り返りの際は，ストラテジーリストを示し

て，やり取りのどのような場面でどのストラテ

ジーを使用したのかを児童に振り返るようにさ

せる。 

 【図５】に示すのは，第４時と第８時に用いる

振り返りカードの一部である。単元の中心とな

る言語活動が位置付けられている第４時と第８

時において，「使用したストラテジーとなぜ使用

したのか」を説明させる。 

 

 

振り返りカードを書く際は，「使った作戦とな

ぜ使ったのか理由を教えてほしい。みんなの脳

内を見せて。」と説明し，「それはなぜ？」と記し

た吹き出しの欄に使用した意図を書かせるよう

にする。使用できたかどうかだけでなく，自分の

考えや気持ちに焦点を当てることで，意図的に

コミュニケーション・ストラテジーを用いるこ

とを，児童自身に実感させるようにする。 

 

３ 研究仮説及び検証の視点と方法 

 

⑴ 研究仮説 

小学校外国語活動第３学年「話すこと［やり

取り］」において，指導上の留意事項に気を付け

てコミュニケーション・ストラテジーを用いた

指導を行えば，「自分の考えや気持ちを伝え合

う力」を育てることができるだろう。 

 

図４ ストラテジーリスト（第１時） 

図５ 第４時と第８時に用いる振り返りカード（一部） 
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⑵ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法を【表３】に示す。 

 

 

４ 検証授業の計画と実施 

 

⑴ 検証授業の内容 

ア 期 間 令和２年10月16日～11月18日 

イ 対 象 小学校 第３学年（29名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 単 元 名 

Unit 4 I like blue.  
すきなものをつたえよう 

Unit 5 What do you like? 何がすき？ 

エ 単元目標 

自分の好みを紹介したり，何が好きかを尋ね

たり答えたりすることを通して，相手に伝わる

ように工夫しながら話したり，反応を返しなが

ら聞いたりして，自分の考えや気持ちを何とか

して伝え合おうとする。                                                   

オ 評価規準 

自分の好みを紹介したり，何が好きかを尋ね

たり答えたりすることを通して，相手に伝わる

ように工夫しながら話したり，反応を返しなが

ら聞いたりして，自分の考えや気持ちを何とか

して伝え合おうとしている。 

評価規準の具体については，【表４】に示す。 

カ 単元計画 

単元計画は次頁【表５】に示す。主に，学習

活動の太枠で囲んだ部分において，コミュニケ

ーション・ストラテジーを用いた指導を行う。

①は「気付く」過程，②は「使い慣れる」過程，

③は「実感する」過程の指導を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 検証の視点と方法 

  検証の視点 検証の方法 

１ 

コミュニケーション・ストラテ

ジーを用いた指導を通して，「自

分の考えや気持ちを伝え合う力」

を育てることができたか 

事後調査， 

抽出児童の 

観察，発話記録 

２ 

コミュ

ニケーシ

ョン・ス

トラテジ

ーを用い

た指導は

有効であ

ったか 

① 何とかして伝え

合おうとする考え

や気持ちに気付く

ことができたか 

学級全体及び 

抽出児童の 

観察，発話記録，

振り返りカードの

記述 

② 工夫して話した

り，反応を返して聞

いたりすることが

できたか 

③ 意図的にコミュニ

ケーション・ストラ

テジーを用いること

を実感することがで

きたか 

 

表４ 単元の評価規準の具体 

達成方略 補償方略 達成方略 補償方略

児童の姿 外国語を使って好みを伝え合おう 伝わったよ！反応を返そう
伝わらなかったよ…
お願いしてみよう

よりよく伝える工夫をしよう どうしたら伝わるかな？

（適切な表現）＋言語による工夫 （表現の不足）＋言語による工夫

つなぎ語を用いたり，理解の確認をした

りしている

また，適切な表現に一言付け加えたり，

相手に意見を求めたりしている

表現の誤りや言いよどみ，サポートを受

けることがあっても，言い換えを使って

伝えようとしている

発話例
～

～

？　

さらに質問

（場合によっては，日本語の使用も認め

る）

（相手の発言）， ？

…？

（場合によっては，日本語の使用も認め

る）

…，　 …，　 ？

（質問の答え）＋

？

（場合によっては，日本語の使用も認め

る）

→

（場合によっては，日本語の使用も認め

る）

（適切な表現）＋非言語による工夫 （表現の不足）＋非言語による工夫

適切な表現に加えて，ジェスチャー，表

情，視線，具体物，口調などを工夫して

いる

表現の誤りや言いよどみ，サポートを受

けることがあっても，ジェスチャー，表

情，視線，具体物，口調などを工夫して

伝えようとしている

発話例

単語（場合によっては，日本語の使用も

認める）

ジェスチャー

　 ！　 ！　 ！

　

　

！　 　

（相手の発言）！

？　 ？

　 ？

ジェスチャー 　

非言語による工夫 非言語による工夫

何が好きかを伝え合っていない 反応を返していない お願いしていない 工夫していない 話していない

発話例 対話が続かない 対話が続かない 分かったふりをしている
相手を見ていなかったり、相手に聞こえ

ていなかったりする
対話が続かない

単語（場合によっては，日本語の使用も

認める）やジェスチャーを使って，何が

好きかを伝え合っている

相手の発話に適切に反応（非言語による

反応や一言で完結する反応）を返してい

る

繰り返しをお願いしている

外国語を使って，自分の考えや

気持ちを伝え合おうとしている

コミュニケーション・ストラテジーを用いて，やり取りを続けようとしている
聞き手 話し手

既習の英語表現を使って，何が好きかを

伝え合っている

Ｂ評価に加え，相手の発話を引き出す反

応を返している

Ｂ評価に加え，相手の言ったことを確認

したり，説明を求めたりしている
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５ 検証授業の分析と考察 

  

⑴ 検証の視点１：コミュニケーション・スト

ラテジーを用いた指導を通して，「自分の考え

や気持ちを伝え合う力」を育てることができた

か 

ここでは，コミュニケーション・ストラテジ

ーを用いた指導を通して，「自分の考えや気持

ちを伝え合う力」を育てることができたかに係

る事後調査の結果を示す。また，その具体的な

状況を抽出児童の発話分析から示す。 

ア 事後調査の結果 

 事後調査は，ペアで好きなものについてのや

り取りを，相手を変えて２回行った。前頁【表

４】に示した評価規準の具体に基づき，「外国語

を使って，自分の考えや気持ちを伝え合おうと

している」と「コミュニケーション・ストラテ

ジーを用いて，やり取りを続けようとしている」

の二つの側面から評価を行った。Ａ２点，Ｂ１

点，Ｃ０点とし，２回やり取りした結果の合計

が，４点はＡ評価，２～３点はＢ評価，０～１

点はＣ評価とした。そして，「外国語を使って，

自分の考えや気持ちを伝え合おうとしている」

と「コミュニケーション・ストラテジーを用い

て，やり取りを続けようとしている」の評価が

ＡとＡであればＡ評価，ＣとＣであればＣ評価，

その他はＢ評価として最終的な評価を示して

いる。【表６】は事後調査の個人の結果を示して 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いる。「コミュニケーション・ストラテジーを用

いて，やり取りを続けようとしている」の評価

について，２回目のやり取りは１回目に比べて

７名の児童の評価が下がっている。これは，事

後調査の時間設定が適切でなく，やり取りが慌

ただしくなってしまったことが要因と考えら

れる。児童が落ち着いてやり取りを行うために

は，十分な時間を確保することが必要であった。 

表６ 事後調査の個人の結果 

１回目 ２回目 １回目 ２回目

B B B B B A B

B A A A B B B

B A A A B B B

B A A A B B B

B B B B B B B

B B B B B B B

B B A B B B B

B A A A B B B

B A A A B B B

B A A A B B B

B A A A B B B

B B B B B A B

B A A A B A C

抽出児童A B B B B A A A

B A A A B B B

B B B B B A C

B A A A B B B

抽出児童B B B B B B A B

B A A A B B B

A A A A A A A

B B B B B B A

B A A A B B B

A A A A A A A

B A A A B A B

B B B B C B C

B A A A B B A

B A A A B B B

評価

外国語を使って，自分の考えや気持ち

を伝え合おうとしている

コミュニケーショ ン・ストラテジーを用

いて，やり取りを続けようとしている

表５ 単元計画（全８時間＋事後調査） 

1 2 3 4 5 6 7 8

ね

ら

い

色の言い方に慣れ親

しみ，好きなものを

表す表現を知る。

好みを表す表現に慣

れ親しむ。

好きかどうかを尋ね

たり答えたりする表

現に慣れ親しみ，自

分の好みを伝え合

う。

相手に伝わるように

工夫しながら話した

り，反応を返しなが

ら聞いたりして，自

分の好みを紹介し合

おうとする。

身の回りの物の言い

方や，何が好きかを

尋ねる表現を知る。

身の回りの物の言い

方や，何が好きかを

尋ねたり答えたりす

る表現に慣れ親し

む。

何が好きかを尋ねた

り答えたりして伝え

合う。

相手に伝わるように

工夫しながら話した

り，反応を返しなが

ら聞いたりして，何

が好きかを尋ねたり

答えたりしようとす

る。

挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶

②　帯活動

【好きな色】

②　帯活動

【好きなスポーツ】

②　帯活動

【好きな食べ物】

②　帯活動

【好きな〇〇】

①　前時の振り返り ①　前時の振り返り ①　前時の振り返り ①　前時の振り返り ①　前時の振り返り ①　前時の振り返り ①　前時の振り返り

①　慣れ親しむ活動 ①　慣れ親しむ活動 ①　慣れ親しむ活動 ①　慣れ親しむ活動 ①　慣れ親しむ活動

　「What color？ク

イズ」他

　「カード・デス

ティニー・ゲーム」

他

　「〇×クイズ」他 　「ポインティン

グ・ゲーム」他

　「ステレオゲー

ム」他

②　コミュニケー

　ション活動

②　コミュニケー

　ション活動

②　コミュニケー

　ション活動

②　コミュニケー

　ション活動

　インタビュー 　自己紹介 　インタビュー 　クラスの「ベスト

〇〇」調査

振り返り 振り返り 振り返り ③　振り返り 振り返り 振り返り 振り返り ③　振り返り

挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶 挨拶

時
Unit 4　I like blue.　すきなものをつたえよう Unit 5　What do you like?　何がすき？

事後調査

ペアでテーマ

「好きなもの」

について，コ

ミュニケーショ

ン・ストラテ

ジーを用いて，

自分の考えや気

持ちを伝え合

う。

学

習

活

動
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【表７】は事後調査の結果集計を示している。

学級の児童は 29 名であるが，事後調査当日は

２名の児童が欠席であったため，調査対象は27

名とする。太枠に示すように，27名中Ａ評価２

名，Ｂ評価25名で，全児童に「自分の考えや気

持ちを伝え合う力」を育てることができたと言

える。 

 

 【表７】に示す「コミュニケーション・スト

ラテジーを用いて，やり取りを続けようとして

いる」の評価がＣ評価の児童（※）については，

事後調査の２回目のやり取りにおいて，反応を

返すことができなかったためＣ評価とした。そ

の状況は，尋ねたことが相手に正しく伝わらず，

ペアの相手から確認を求められることがなか

ったことも重なって，話がかみ合わなかったと

いうものである。事後調査終了後，教師が立ち

会って，尋ねたかったことを確認し，どのよう

にしたら伝え合うことができるかを指導した。

この児童は，検証授業においては，できるだけ

英語を使おうとし，積極的に言語による工夫を

行っていた。例えば，「玉子焼き」のことを「egg

焼き」と表現するなど，自身のもつ語彙力を駆

使して言い換えを試みる姿が見られた。事後調

査においてはＣ評価であったが，これまでの学

習状況を踏まえ，「自分の考えや気持ちを伝え

合う力」を育てることができたと捉える。 

イ 抽出児童の変容 

「コミュニケーション・ストラテジーを用い

て，やり取りを続けようとしている」児童の具

体的な状況について，第３時のインタビュー活

動と事後調査のやり取りを比較し，変容があっ

たかどうかを抽出児童の発話から見取る。以下

の資料に示す太字下線部分が，コミュニケーシ

ョン・ストラテジーを用いた発話等である。な

お，第３時においては，ワークシートを使用し，

相手の好みを予想させてから，インタビュー活

動を行った。 

(ア) 児童Ａ 

 

児童Ａは，ふだんの学習状況において，言語

を用いた表現を苦手とする，やや幼い印象のあ

る児童である。検証授業においては，教師の動

作を真似したり，教師の発話に対してつぶやい

たりするなど，意欲的に取り組む姿が見られた。 

【資料１】に示すように，第３時では，相手

の発話に対してではなく，予想が当たっている

かどうかに対する反応を返している。一方，事

後調査では，「Good!」や「OK!」など，相手の

発話に対して反応を返すことができている。ま

た，第３時では，教師の支援を受けながら，ジ

ェスチャーを交えて話すことができた。一方，

表７ 事後調査の結果集計 

A A A 2 2

A B 15

A C 0

B A 1 抽出児童A

B B 8 抽出児童B　他

B C ※1

C A 0

C B 0

C C C 0 0

27

評価
計
（人）

25

コミュニケーショ ン・

ストラテジーを用い

て，やり取りを続けよ

うとしている

人数
（人）

B

外国語を使って，自

分の考えや気持ちを

伝え合おうとしている

資料１ 児童Ａの発話記録 

第３時　インタビュー（ワークシートあり）（T: 教師の支援あり） 事後調査（１回目）

児童A 児童 児童A 児童
Do you like purple? What color do you like?

大好きー！ Um…, black!（腕を突き出して）

　　　Ｔ：うん。それ，In English. OK!（ジェスチャーを付けて）

English! ん？ん？ん？えっと…，

　　　Ｔ：In English. 大好きーは？ （What food とか何でもいいよ。）

English! Food? Food? What えっと…，ん？ん？

　　　Ｔ：English. I likeは…Yes, I do. （What food …）

Yes, I do.（ジェスチャーを付けて） What food えっと…，

　　　Ｔ：Yes, I do. ジェスチャー付き！OK! （What food, food, …）

（ワークシートに記入） （What food do you like?）

Do you like milk? What food ドリュケ？ do you like?

牛乳？うーんとね，大好きーじゃけ，do. （What food do you like?）

　　　Ｔ：Yes, … I do. What food do you like?（アイコンタクトしながら）

Yes, I do.（指導者と同時に） Ice cream.

　　　Ｔ：OK! あ，あ，あ，うん，うん，うん，

（ワークシートに記入） うん，うん，うん，Yes. Yes. Yes.（ジェスチャーを付けて）

Do you like swimming? What fruit do you like?

うーん，えっと，何て言うんかいね。きらいじゃけ…　※ Um…, （考えるジェスチャー）あ…（ぶどうを食べる真似）

　　　Ｔ：きらいなん？だったら，きらいが分かるようにがんばって言ってごらん。 ぶどう？

うーん，No. No. No. （ジェスチャーを付けて） （Good!のジェスチャー）

　　　Ｔ：Oh, No. No. No. OK! 分かった？ OK!

（うなずいてワークシートに記入） えっと，What color do you like?（ゆっくりとジェスチャーを付けて）

　　　Ｔ：今度聞いてみんちゃい。Do you like… Purple.

えっと，何て言えばいいん？Do you like? Purple? あぁー，

　　　Ｔ：Do you like… えっと，分かりました…（うなずいて，小さくGood!のジェスチャー）

Do you like? Do you like black? What sport do you like?

えっと，Yes, I do.（doがやや不明瞭） （ボールを蹴る真似）

好き。 （足が当たってしまい，ごめんねのジェスチャー）

ありがとうございます。じゃあ，次。 OK!

（ワークシートに）〇書いて〇書いて。 あ，Soccer. Soccer. Soccer.

えーと，〇。（ワークシートに記入） えっと，What…, Um…, sport ん？何て言うん？ do you like?

Yes, like 牛乳？あ，違う，milk? （What sport do you like?）

Yes, I do.（doが不明瞭） What sport do you like?

ん？ えっと…，I like swimming.

Yes, I do.（doが不明瞭） Swimming?（泳ぐ真似をして）

やった。合っとった。ありがとうね。（ワークシートに記入） うん。

Yes, I swimming? うん。（うなずいて）OK!

Yes, I do.（doが不明瞭） What food do you like?

doね。好き？やった。合っとったー。（ワークシートに記入） Food?

えっと，ケーキ…，玉子…，ピザかな？（指さしやジェスチャーを交えて）
…じゃあ，Sushi.（ジェスチャーを付けて）

（Sushiって言って。）
（ジェスチャーを付けて）

Sushi.
OK!
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事後調査では，ジェスチャーに加えて，「Um…,」

というつなぎ語を用いたり，「Swimming?」と

相手の言ったことを確認したりして，対話を続

けようとしていることがうかがえる。全体的に，

英語表現の不足や誤りが多く見られ，日本語を

使用することが多い。第３時では，何と言えば

よいか困る場面が見られたが（※），事後調査で

は，あきらめずに何とかして伝えようと努力し

ていた。児童Ａは，語彙や表現の不足を補うた

めに，積極的にコミュニケーション・ストラテ

ジーを用いて，自分の考えや気持ちを伝え合う

ことができるようになったと言える。児童Ａの

ように，英語表現の定着には時間を要すると推

察される児童にとって，コミュニケーションの

成功体験は，伝え合おうとする態度を持続させ

ることにつながると考える。 

(イ) 児童Ｂ 

 

児童Ｂは，教わったことを実践しようとする

前向きな姿勢をもった児童である。これまでの

授業において，既習の英語表現が思い出せない

とき，何とかして伝えようとするのではなく，

一生懸命思い出そうとするため，沈黙のまま時

間が経過してしまう場面があった。 

【資料２】に示すように，第３時で，「Do you 

like swimming?」の質問に対して，首をかしげ

る姿が見られた（※）。沈黙が生まれ，児童Ｂが

「Yes, I do.」と答えないことから，ペアの相手

は「嫌い」と判断し，話題を変えてしまった。

そして，はっきりと自分の好みを伝えられない

まま，やり取りは終了してしまった。一方，事

後調査では，質問に対する答えがすぐに浮かば

なかった場面で，「Um…,」というつなぎ語を，

考えるジェスチャーとともに用いている姿が

見られた（※）。このことから，児童Ｂは，コミ

ュニケーション・ストラテジーを用いることで，

やり取りを中断させずに，自分の考えや気持ち

を伝え合うことができるようになったと言え

る。 

ウ 検証の視点１のまとめ 

以上で述べてきたように，コミュニケーショ

ン・ストラテジーを用いた指導を通して，児童

はあきらめずにやり取りを続けようとし，「自

分の考えや気持ちを伝え合う力」を育てること

ができたと言える。 

⑵ 検証の視点２：コミュニケーション・ストラ

テジーを用いた指導は有効であったか 

ここでは，コミュニケーション・ストラテジ

ーを用いた指導は有効であったかに係る検証

授業における学級全体の様子と抽出児童の姿

を示すとともに，手立てが機能していた背景に

ついて述べることとする。次頁【表８】は，目

指す児童の姿と学級全体及び抽出児童の姿を

比較し，達成状況を示したものである。 

ア 学級全体 

(ア) 「気付く」過程 

ａ 学級全体の様子 

第５時の何が好きかを尋ねる表現を知る活

動において，教師と校長のやり取りの様子を見

せた。やり取りは，教師が校長の家に手土産を

持って行くために，好きな食べ物を尋ねるとい

う場面設定で行った。やり取りの様子を次頁

【資料３】に示す。 

資料２ 児童Ｂの発話記録 

第３時　インタビュー（ワークシートあり） 事後調査（１回目）

児童B 児童 児童B 児童
Do you like red? Hi.（ジェスチャーを付けて）

Oh, red. OK! Hi.（ジェスチャーを付けて）

ん？ What color do you like?

Yes, I do. （ジェスチャーを付けて）

（ワークシートに記入） うん，I like black.

Do you like milk? OK!

ん？ What food do you like?

Do you like milk? Um…, （考えるジェスチャー）　※

えっと，Yes, I do. Pudding.

（ワークシートに記入） Pudding.（うなずきながら）Yes, Yes.

Do you like swimming? （もうちょっと聞きたいかも…）

（ワークシートを覗き込んで） （まだ話を続けることをアイコンタクト

あー，これ？水泳？ をして）

（ワークシートの絵を見せる） What fruit do you like?

Yes, I do.（早口） I like melon.

（ワークシートに記入） Oh, …OK.

Do you like ライトブルー? What sport do you like?

Yes, I do. Dodgeball.

好き？（ワークシートに記入） Yes.（うなずきながら）

Do you like milk? What sport do you like?

Yes, I do. Swimming.（泳ぐ真似をして）

Do you like swimming? OK!

うーん。（首をかしげる）　※ （自分と相手を指さして，どちらが質問

え，milkは？ するかをアイコンタクトしながら）

（うなずく） What … fruit do you like?

（ワークシートに２つ分の回答を記入） Strawberry.

合っとったー。イェーイ！ Yes.

全部合っとった。 What food do you like?

Fruit?

ううん。（首を横にふって）

Food?
（うなずく）

I like milk.
OK!

What…, （もう無いかね？）
What…, （あのさ，ごめん，二番目に好
きなスポーツでもいい？）

（うなずく）
What sport do you like?

Volleyball.（トスをする動きを付けて）
Yes.（うなずきながら）
Bye.（ジェスチャーを付けて）

Bye.（ジェスチャーを付けて）
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やり取りを見せた後，児童に，「どんなことを

話していたか分かった？」と確認すると，学級

全体からうなずきや「分かった。」というつぶや

きなどの反応が返ってきた。児童は，ジェスチ

ャーや表情などを手掛かりに，伝え合おうとす

る考えや気持ちを推察することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ 手立てが機能していた背景 

【資料４】に示すように，場面設定を説明し

た上で，コミュニケーション・ストラテジーを

意識させてやり取りを見せた。 

 

 

その後の授業において，児童は，何が好きか

を尋ねる表現を想起する際は，このやり取りが

行われた場面設定と併せて想起していた。それ

は，コミュニケーションの目的や，言葉が発せ

られる場面・状況を考えることができたからと

捉える。このことから，やり取りの場面設定を

明確にした上でモデルを示すことが機能して

いたと考える。 

(イ) 「使い慣れる」過程 

ａ 学級全体の様子 

次頁【資料５】に示すのは，第８時の帯活動

における中間評価の場面である。Ｓ１の困り感

資料３ 第５時 教師と校長とのやり取り 

（Ｔ：教師） 

T  ：I’m going to bring you some food. 

校長：Wow.（笑顔で） 

T   ：Do you like pizza? （ジェスチャーを付けて） 

校長：Sorry. No, I don’t. （ジェスチャーを付けて） 

T   ：That’s OK. How about spaghetti?  

Do you like spaghetti? （ジェスチャーを付けて） 

校長：Sorry. No, I don’t. （ジェスチャーを付けて） 

T   ：I see. Um…. How about hamburger? 

Do you like hamburger? （ジェスチャーを付けて） 

校長：Hamburger? Um…. Soso. （ジェスチャーを付けて） 

T   ：Oh. Ummm…. （悩む表情で考えるジェスチャー） 

 

（やり取りが中断） 

 

T   ：What food do you like?  

校長：I like sushi! （ジェスチャーを付けて） 

T  ：Good. I like sushi, too. I like salmon. 

校長：Salmon? Good. 

T  ：How about you? 

校長：I like shrimp. 

T  ：Oh, shrimp. （ジェスチャーを付けて） 

校長：Yes. 

T  ：That’s good. OK! I’m going to bring you sushi. 

校長：I’m happy.（嬉しそうに） 

資料４ 第５時 教師の発話 

面家先生ね，校長先生の家に遊びに行きたいんだけど，せ

っかくだから何か校長先生の好きなものを持って行こうと

思ってね。「何がいいかな」と思って，校長室に聞きに行った

んよ。その時の映像があるので見てください。 

校長先生も面家先生も英語で会話しています。コミュニケ

ーションＧＯＧＯ作戦をたくさん使っているから，何を話し

ているかきっと分かると思うよ。作戦に注目して，何を話し

ているか考えながら聞いてみてね。途中，面家先生が悩む場

面があるから，みんなも一緒に考えてみてね。 

表８ 目指す児童の姿と学級全体及び抽出児童の姿の比較  

①

　

気

付

く

何とかして伝

え合おうとす

る考えや気持

ちに気付く

○

やり取りの場面設定を理解した

上で，考えや気持ちを推察してい

る。

○

ジェスチャーや表情など非言語

による工夫を手掛かりに推察し

ている。

自分自身の考えや気持ちをもっ

て，やり取りの場面を見ている。

○

やり取りの場面で一緒に考えて

いる。

「Um…，」と悩む表情で考える

ジェスチャーをしているのを見

て，真似していた。

②

　

使

い

慣

れ

る

工夫して話し

たり，反応を

返して聞いた

りする

○

困り感を共有し，どのようにした

ら伝え合うことができるかをみん

なで考えることができた。

次のやり取りに生かそうとする姿

が見られた。

○

「自分だったらこんな動きをす

る」というジェスチャーをしてい

た。

困り感をやり取りの中で解消し，

次のやり取りに生かしている。

○

「Um…，」というつなぎ語の使い

方に工夫を加えて，質を上げな

がら用いている。

③

　

実

感

す

る

意図的にコ

ミュニケーショ

ン・ストラテ

ジーを用いる

ことを実感す

る

○

相手に配慮して，コミュニケー

ション・ストラテジーを用いること

を実感している。

△

無意識にコミュニケーション・スト

ラテジーを用いていると推察され

る。

個別の声かけによって，意識化を

促すことが必要と考える。

○

「Um…, 」というつなぎ語は，や

り取りを中断させずに続けていく

ことができる効果的な方法とし

て，意図的にコミュニケーション・

ストラテジーを用いることを実感

している。

学習

過程
目指す児童の姿

達成状況
学級全体 児童Ａ 児童Ｂ
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を基に，どのようにしたら伝え合うことができ

るかを考えさせた。 

  

 

なお，第８時の授業中には確認できなかった

が，１回目のやり取りにおいて，Ｓ１は，「ちょ

っとだけ日本語使うね。」と，前置きをした上で

日本語を使用し，やり取りを続けていたことが

分かった。少しだけ日本語を使用することもコ

ミュニケーションＧＯＧＯ作戦の一つとして

示していたため，Ｓ１は，コミュニケーション・

ストラテジーを用いることで，語彙の不足を補

い，工夫して話すことができたと言える。 

ｂ 手立てが機能していた背景 

 【資料５】に示すように，Ｓ２が「salt」と

いう単語を知っており，すぐに発言した。しか

し，もし分からなかったらどのようにして塩を

伝えたらよいか，みんなで考えさせた。そして，

塩をなめる真似や知っている言葉で言い換え

るという工夫を共有することができた。実際に

は行わなかったが，このとき，Ｓ１が少しの日

本語を使用してやり取りを続けていたことを

確認していれば，あきらめずに伝え合おうとす

る態度を評価することもできた。あわせて，「ど

ういう流れで塩と言いたいと思ったのか」を尋

ね，やり取りの展開も確認しておくとよかった。

この後，ペアを変えて２回目のやり取りを行っ

た際，Ｓ１には，「塩」を表現する機会が無かっ

たが，別のペアにおいて，「おむすびの中では何

むすびが好きか」という話題になっていた。「I 

like salt rice ball.」「あぁ，white rice ballね。」

と話していた児童がいたことから，次のやり取

りに生かそうとする姿が広まったと言える。こ

のことから，中間評価が機能していたと考える。 

 ここでは，Ｓ１の困り感を取り上げて中間評

価を行った事例を示した。しかし，検証授業で

は，「困ったことあった？」と尋ねても，「特に

困っていない。」と答える場面もあり，中学年の

実態においては，困り感を自覚していない様子

が見られた。その場合は，教師が児童のやり取

りを見取り，コミュニケーションが停滞してい

るペアを取り上げ，困り感を共有した。例えば，

【資料６】に示すような場面である。 

 

資料５ 第８時 帯活動の中間評価の場面 

（Ｔ：教師，Ｓ：児童） 

Ｔ ：１回目のやり取りをしてみて，困ったことあった？ 

言いたかったけど言えなかったこととかあった？ 

Ｓ１：塩を英語で言えなかった。 

Ｓ２：塩は salt. 

Ｔ ：そう。知ってたら言えるね。 

でも，もし分からんかったら，ほら，塩を，なめる… 

Ｓ３：真似をすればいい！ 

Ｔ ：やってみて。はい，塩，ぺろ。 

Ｓ他：うぇー。（しょっぱい表情） 

Ｔ ：それとか，塩の感じを他の知ってる英語で言える？ 

Ｓ４：White. 

Ｔ ：Oh, white! Colorが言えるね。 

Ｓ５：パウダー。 

Ｓ６：White パウダー。 

Ｔ ：次，もし言えなくても，何とか知っている言葉で言っ

てみよう。 

資料６ 第７時 インタビュー活動の中間評価の場面 

（Ｔ：教師，Ｓ：児童） 

Ｔ ：ちょっとこのペア，困っちゃってたので，みんなで一 

緒に考えてほしいんです。 

   Ｓ７さんが「What fruit do you like?」と聞きました。 

   Ｓ８さんが「I like grapes.」と答えたんだけど… 

Ｓ他：え？え？Grapes?（grapesが分からない様子） 

Ｔ ：Grapes, OK? 

Ｓ９：あ，ぶどう？ 

Ｔ ：うん，うん。みんなと一緒。Ｓ７さんもgrapesが分か

らなくてね，blueって聞こえたんだって。 

Ｓ他：あぁー。 

Ｔ ：blueって，fruit? 

Ｓ10：color! 

Ｔ ：そう。colorだね。それで，Ｓ７さんは「え？」ってな

って，やり取りが止まっちゃいました。 

どうしたらいいんかね？ 

Ｓ他：（口々にどうしたらいいか考えを言う） 

Ｔ ：Ｓ11さんだったらどう言う？  

Ｓ11：「One more time, please.」って言う。 

Ｔ ：（ストラテジーリストを指して）ここにある作戦だね。 

   うん，お願いしたらよかったね。何かよく分からんか

ったらお願いしてる？他にどんなお願いできそう？ 

Ｓ12：ジェスチャー。 

Ｔ ：「ジェスチャー，please.」ね。ジェスチャー付けてもら

ったら分かったかもしれないね。「I like grapes.」って，

みんなだったら，ジェスチャーどうする？  

Ｓ他：（各々自分なりのジェスチャーをする） 

Ｔ ：Good! OK!  
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 Ｓ７は，振り返りカードに「話していること

が分からなかったときに，例えば色だったら，

『ブルー，OK?』って聞けたのでうれしかった。」

と記述しており，次のやり取りに生かすことが

できて，達成感を感じることができたと推察す

る。このように，教師の見取りによって，児童

の困り感を引き出し，伝え合おうとする態度に

つなげていくことも必要であると考える。 

(ウ) 「実感する」過程 

ａ 学級全体の様子 

【資料７】に示すのは，児童が，振り返りカ

ードに「使用したストラテジーとなぜ使用した

のか」を記述した具体例である。 

 

 

これらの記述から，児童は，お互いに相手に

配慮しながら，「相手に分かるように伝えたい」

「相手のことを知り，相手に自分のことを知っ

てもらいたい」という意図をもってコミュニケ

ーション・ストラテジーを用いていることが分

かる。 

ｂ 手立てが機能していた背景 

 p.５の(ウ)の項で述べたとおり，p.５【図４】

に示したストラテジーリストを基に，毎時間，

児童とともに，具体的に使える作戦を増やして

いった。最終的には，【図６】に示すストラテジ

ーリストが完成した。 

振り返りの際は，ストラテジーリストを示し

て，やり取りのどのような場面でどのストラテ

ジーを使用したのかを児童に想起させた。児童

は，話し手の場合も，聞き手の場合も，コミュ

ニケーション・ストラテジーを用いることを理

解している。使用場面に応じて，その時の考え

や気持ちに焦点を当て，「なぜ？」と問うことで，

児童は，客観的に自分自身のやり取りを振り返

ることができたと捉える。このことから，意図

的にコミュニケーション・ストラテジーを用い

ることを実感させることができたと考える。 

 

 

イ 児童Ａ 

児童Ａは，語彙や表現に不足があるが，積極

的にコミュニケーション・ストラテジーを用い

て，自分の考えや気持ちを伝え合うことができ

るようになった児童である。 

(ア) 「気付く」過程 

ａ 児童Ａの具体の姿 

 【資料８】に示すのは，第７時の帯活動にお

いて，教師と代表児童がやり取りの見本を示し

た場面である。 

 

 

教師が「梅むすびが好き」ということを表す

際，おむすびの中身を指差して酸っぱい表情を

資料８ 第７時 帯活動のやり取りの見本 

（Ｔ：教師，Ｓ：代表児童） 

 
Ｓ：Do you like rice ball?（ジェスチャーを付けて） 

Ｔ：Yes, I do. （ジェスチャーを付けて） 

Ｓ：Me, too. 

Ｔ：Wow, I like …（中身を指差して，酸っぱい表情） 

  red…, ball…, rice ball. How about you? 

Ｓ：（手を振るジェスチャー） 

Ｔ：Oh, in English, please. 

Ｓ：No, I don’t.（ジェスチャーを付けて） 

Ｔ：I see.（ジェスチャーを付けて） 

資料７ 「使用したストラテジーとなぜ使用したの

か」を記述した具体例 

・ 「Nice!」と声をかけてあげた。相手が不安になるから。 

・ さらに質問をした。相手の気持ちをよく知りたいから。 

・ 相手に伝わるようにジェスチャー，表情を付けた。相手

に自分の気持ちを分かってもらうためにした。 

・ 話すときに２回言って，２回目には，相手が分かるよう

に，ゆっくり，ジェスチャーも入れて言うと，相手が分か

ってくれました。 

 

図６ 具体的なストラテジーリスト 
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してみせた。それを見て，児童Ａは「あー！梅

干。」とつぶやいた。続けて，代表児童に梅むす

びが好きかどうかを尋ねると，代表児童は好き

ではないというジェスチャーで答えた。児童Ａ

は，その動きを真似していた。そして，「まあ，

俺は好きだけどね。」とつぶやいていた。 

ｂ 手立てが機能していた背景 

 教師と代表児童がやり取りの見本を示す前

に，全体の場で「Do you like rice ball?」と尋

ね，数人の児童とやり取りを行った。そして，

おむすびが好きかどうかを尋ね合うやり取り

を発展させる形で，おむすびの中身について好

みを尋ね合うやり取りを行った。児童Ａは，お

むすびの中身について話しているという場面

設定を理解した上で，ジェスチャーや表情を手

掛かりにして推察することができたと考える。

さらに，自分の好みもつぶやいていたことから，

ただやり取りを見るだけでなく，場面設定を共

有し，自分自身の考えや気持ちをもっていたこ

とが分かる。このように，受け身ではなく，自

ら思考を働かせることが大切だと考える。 

(イ) 「使い慣れる」過程 

ａ 児童Ａの具体の姿 

中間評価において，困り感を取り上げ，どの

ようにしたら伝え合うことができるかを考え

た際は，「ジェスチャーを使ったらいい。」とい

う意見が多かった。児童Ａは，自ら意見を発言

することは無かったが，「自分だったらこうす

る」という動きをしたり，教師や友達の動きを

真似したりしていた。 

ｂ 手立てが機能していた背景 

 「ジェスチャーをする」という意見が出た際

は，できるだけ「みんなだったらどうする？ち

ょっとやってみて。」と投げかけた。それによっ

て，具体的に伝え合う工夫を考えることができ

たと捉える。さらに，児童Ａの場合，やり取り

そのものに中間評価の働きがあったと推察さ

れる。それは，児童Ａは，コミュニケーション

に困難を感じた際，その都度相手にサポートを

求めて，ペアと協力してやり取りを継続させて

いたからである。相手が受容的であったことに

も支えられて，児童Ａにとっては，中間評価で

確認した表現を次のやり取りに生かすという

一連の活動が，同時進行で機能していたと考え

る。実際に，p.８【資料１】に示した事後調査

の発話においても，児童Ａは，やり取りを続け

るうちに，言えなかった表現が正しく言えるよ

うになったり，外国語を使って反応を返せるよ

うになったりしている。 

(ウ) 「実感する」過程 

ａ 児童Ａの具体の姿 

【資料９】に示すのは，児童Ａの第４時の振

り返りカードの記述である。 

 

 

p.５の(ウ)の項で述べたとおり，第４時に用い

た振り返りカードに，「使用したストラテジー

となぜ使用したのか」を記述させた。児童Ａは，

振り返りカードを書く前に，「えー，分かんない。

なんかやっぱり分からんなー。」とつぶやいて

いたため，【資料 10】に示すように，個別の声

かけを行った。 

 

 

ｂ 手立てが機能していた背景 

個別の声かけで，状況を想起させ，再現させ

ることで，なぜ使用したのか理由を説明させる

ことができた。この時表れたジェスチャーや表

情，声の調子などから，友達と好きなものが同

じで，嬉しかった気持ちを伝えたかったという

意図が推察される。しかし，意図的にコミュニ

ケーション・ストラテジーを用いているという

資料９ 児童Ａの第４時の振り返りカードの記述 

オレンジが大好きなときに，「Me, too.」と使う。 

資料10 第４時 振り返りの場面（Ｔ：教師） 

児童Ａ：えっと，「Me, too.」って言った… 

Ｔ  ：うん。どういうときに「Me, too.」って言ったん？ 

児童Ａ：えっとね，えっとね， 

オレンジが好きって言ったんよ。 

ぼくも好きーってなってね。（バンザイのジェスチャ

ーを付けて）「Me, too.」って。（笑顔で） 
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実感には至っていないと考える。このことから，

児童Ａは，やり取りの際，無意識にコミュニケ

ーション・ストラテジーを用いていると推察さ

れ，個別の声かけによって，意識化を促すこと

が必要と考える。児童Ａのように，「なぜ使用し

たのか」を説明する以前に，自身のやり取りを

客観的に振り返ることが難しい児童にとって

は，振り返りカードの工夫だけでは不十分であ

った。例えば，やり取りの様子を映像に撮って

見せ，初めにストラテジーを用いた場面を振り

返らせ，次に意図に焦点を当てて振り返らせる

というように，段階を踏んだ振り返りの工夫も

考えられる。使用したストラテジーと結び付け

て，児童自身が意図を説明できるように，振り

返りの時間を十分に確保することも必要と考

える。 

ウ 児童Ｂ 

児童Ｂは，指導を通して，やり取りを中断さ

せずに自分の考えや気持ちを伝え合うことが

できるようになった児童である。 

(ア) 「気付く」過程 

ａ 児童Ｂの具体の姿 

 p.９の(ア)の項で述べたとおり，第５時の何が

好きかを尋ねる表現を知る活動において，教師

と校長のやり取りの様子を見せた。やり取りの

様子はp.10【資料３】，場面設定はp.10【資料

４】に示すとおりである。p.10【資料３】に示

したやり取りが中断して悩む場面では，教師が

「Um…, 」と困った表情で考えるジェスチャ

ーをしているのを見て，児童Ｂは真似していた。 

ｂ 手立てが機能していた背景 

 p.10【資料４】に示すとおり，場面設定を説

明した上で，「先生が悩む場面では，みんなも一

緒に考えてみてね。」と言って，やり取りを見せ

た。児童Ｂは，教師の表情やジェスチャーを手

掛かりにして，考えているという場面設定を理

解し，もし自分だったら何と言いたいかを一緒

に考えていたと推察する。また，やり取りを見

せた後で「どんなことを話していたか分かっ

た？」と問い，内容を確認した場面においても，

ジェスチャーを真似していた。このことから，

つなぎ語に加えてジェスチャーを用いること

で，何と言おうか考えていることを表現してい

ると児童Ｂに印象付けられたと捉える。 

(イ) 「使い慣れる」過程 

ａ 児童Ｂの具体の姿 

検証授業においては，「Um…, 」などのつな

ぎ語を用いることを「時間稼ぎ」と名付けて，

コミュニケーションＧＯＧＯ作戦の一つとし

て指導した。【資料 11】に示すのは，児童Ｂの

第５・６・７時の振り返りカードの記述である。 

 

 

これらの記述から，児童Ｂは，時間稼ぎの作

戦を繰り返し使用しているだけでなく，動作を

付けたり，意図的に使ったりして，徐々に質を

高めながら用いていることが分かる。 

ｂ 手立てが機能していた背景 

つなぎ語を指導したきっかけは，第３時の振

り返りカードに，やり取りを続けるために，「ち

ょっとだけ話して思い出すように考える」と記

述した児童がいたことである。これを受けて，

第４時において，言いたいことがすぐに出てこ

ない時は，「Um…，」や，「Well…，」と言って

時間稼ぎをして，その間に言うことを考えれば

よいと指導し，ストラテジーリストに加えた。

さっそく，第４時のコミュニケーション活動の

中間評価においても，「言葉に詰まったときは，

時間稼ぎをすればよい。」という意見が出た。こ

のように，時間稼ぎの作戦は，やり取りを中断

させない方法として児童たちから高く評価さ

れ，学級全体にすぐに浸透した。これまでの授

業において，言葉が浮かばず，沈黙のまま時間

が過ぎてしまう場面があった児童Ｂにとって，

自身の困り感は，多くの友達の困り感と共通し

資料11 児童Ｂの第５・６・７時の振り返りカード

の記述 

【第５時】 

時間稼ぎをした。 

【第６時】 

時間稼ぎ。考えるポーズをしました。 

【第７時】 

どうしようかなと思ったときに，時間稼ぎをしました。 
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ていることが分かり，取り入れやすい作戦だっ

たと推察する。この事例のように，振り返りカ

ードの記述を基に，児童の実態に応じてストラ

テジーリストを作成していった。作成する際は，

「どのような場面でどのように伝えたいか」を

共有した。そして，ストラテジーリストを掲示

することにより，児童はリストを見ながら，次

のやり取りに生かそうとしていた。このことか

ら，前時の振り返りが中間評価としても機能し

ていたと考える。 

(ウ) 「実感する」過程 

ａ 児童Ｂの具体の姿 

前頁【資料11】に示す第７時の振り返りカー

ドの記述から，児童Ｂは，「Um…，」というつな

ぎ語を，やり取りを中断させずに続けていくこ

とができる効果的な方法として，意図的に用い

ていることが分かる。 

ｂ 手立てが機能していた背景 

 p.５の(ウ)の項で述べたとおり，振り返りカー

ドに，「使用したストラテジーとなぜ使用した

のか」を記述させることは，第４時と第８時に

行った。その他の第１～３，５～７時は，「なぜ

使用したのか，理由を書ける人は書いてね。」と

いう言葉かけで振り返りを行った。前述の児童

Ｂの振り返りは，第７時の記述であるため，理

由を説明する書きぶりではないものの，コミュ

ニケーション・ストラテジー使用の意図が感じ

られる。児童Ｂは，つなぎ語を用いてやり取り

を続けることができるようになり，困り感を解

消することができた。その成就感・達成感から

「困難を感じてもコミュニケーション・ストラ

テジーを用いることで，何とかなりそう」とい

う実感につながったと考える。 

エ 検証の視点２のまとめ 

 以上で述べてきたように，コミュニケーシ

ョン・ストラテジーを用いた指導を通して，目

指す児童の姿をほぼ達成することができてい

る。このことから，コミュニケーション・スト

ラテジーを用いた指導は有効であったと言え

る。また，抽出児童の姿から，①やり取りの場

面設定を明確にした上でモデルを示すこと② 

中間評価では困り感を基にどのようにしたら

伝え合うことができるかを考えさせること③

意図に着目させて振り返りを行うことが有効

であると分かった。 

さらに，p.３の⑷の項で述べたとおり，コミ

ュニケーション・ストラテジーを用いた指導は

不安の緩和にも効果があったことが確認でき

た。【資料 12】に示すのは，第６時の同一児童

による振り返りカードの記述である。 

 

この記述から，聞き手の場合も話し手の場合

も，安心してコミュニケーションを図ることが

できていると分かる。この記述を共有したこと

により，安心してコミュニケーションを図るこ

とができる雰囲気が学級全体に広まった。児童

が不安を感じることなく，自分の考えや気持ち

を伝え合おうとするためには，そのような雰囲

気作りが重要であると考える。また，不安の緩

和は，コミュニケーションの相手によることも

考えられる。不安を感じる児童には，教師との

やり取りを体験させたり，相手に配慮できる児

童とペアを組ませたりするなどの工夫が必要

と考える。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 成果 

 

〇 コミュニケーション・ストラテジーを用いた指

導を通して，「自分の考えや気持ちを伝え合う力」

を育てることができたと考える。 

〇 コミュニケーション・ストラテジーを用いた指

導は，有効であったと考える。また，指導の際は，

以下のことが有効であると分かった。 

資料12 第６時の振り返りカードの記述 

・ （聞き手の場合）「Good」「OK!」「Me, too.」と言ったら，

相手が「あっとった」って安心する。 

・ （話し手の場合）大きく声を出して聞こえるようにした

ら，「OK!」や「Me, too.」って言ってもらえる。安心。 
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① やり取りの場面設定を明確にした上でモ

デルを示すこと。 

② 中間評価では困り感を基にどのようにし

たら伝え合うことができるかを考えさせる

こと。 

③ 意図に着目させて振り返りを行うこと。 

〇 英語表現に苦手意識のある児童や，表現が思

い出せずにやり取りが中断してしまう児童が，

コミュニケーション・ストラテジーを用いた指

導を通して，自分の考えや気持ちを何とかして

伝え合おうとすることができた。英語に初めて

触れる段階である小学校３年生の児童に，コミ

ュニケーションの成功体験をもたらすことがで

きた。英語表現の定着には時間を要するもので

ある。語彙や表現に不足があっても，コミュニ

ケーション・ストラテジーを用いながら，自分

の考えや気持ちを伝え合う達成感・成就感を積

み重ねることで，伝え合おうとする態度を持続

させることができると考える。 

 

２ 課題と今後の展望 

 

〇 検証授業では，意図に着目させて振り返り

を行うという指導の工夫を行った。振り返り

カードに，「使用したストラテジーとなぜ使

用したのか」を書く欄を設けたが，それだけ

では書けない児童がいた。個別の声かけの他

に，自身のやり取りを客観的に振り返り，意

図に着目させる工夫が必要である。例えば，

やり取りの様子を映像に撮って見せ，初めに

ストラテジーを用いた場面を振り返らせ，次

に意図に焦点を当てて振り返らせるという

ように，段階を踏んだ振り返りの工夫が考え

られる。あわせて，振り返りの時間を十分に

確保することにも努めたい。 

〇 児童が不安を感じることなく，自分の考えや気

持ちを伝え合おうとするためには，安心できる雰

囲気作りが重要であると考える。このことから，

検証授業では，教室のペアを基本にやり取りを行

わせた。しかし，様々な相手とやり取りをさせる

ことで，新たな困り感や成功体験が生まれること

も想定される。今後更に「自分の考えや気持ちを

伝え合う力」を高めていくために，コミュニケー

ションの相手を変えて，多様なやり取りを体験さ

せることも試みたい。その際は，伝え合う必然性

のある場面設定を必ず行う。 

〇 本研究では，正確さよりも伝え合おうとする態

度を重視した指導を行った。しかし，今後の外国

語学習において，正確な英語表現の習得も不可欠

である。本研究において，伝え合おうとする態度

を身に付けた児童が，この先どのようにして英語

表現の定着を図るかについて，継続的な視点をも

った研究が必要である。 

 

 

引用文献 

１） 文部科学省『小学校学習指導要領（平成29年告示）

解説 外国語活動・外国語編』開隆堂，平成 30 年，

p.21 

２） 前掲書 １），p.22 

３） 前掲書 １），p.29 

４） 文部科学省『小学校外国語活動・外国語研修ガイド

ブック』旺文社，平成29年，p.23 

５） 前掲書 １），p.33  

６） 前掲書 １），pp.21－22 

７） 前掲書 １），p.12 

８） 泉惠美子「小学校英語における児童の方略的能力育

成を目指した指導」京都教育大学教育実践研究紀要第

17号，2017年，p.26 

９） 前掲書 ８），p.27 

10） 前掲書 ８），p.31 

 

参考文献 

①  大城賢「小学校外国語活動（仮称）の方向性～『教育

課程部会の審議のまとめ』を読み解く～」琉球大学，2008

年 

②  K. Johnson，H. Johnson『外国語教育学大辞典』大

修館書店，1999年 

③  直山木綿子『初等教育資料 平成29年12月号』東洋

館出版社，2017年 

④  樋口忠彦・泉惠美子・加賀田哲也『小学校英語内容論

入門』研究社，2019年 


